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       注意 

１．問題冊子１部(表紙を含め７枚)と解答用紙２枚、下書き用紙１枚が

あります。試験開始の合図後、ただちに枚数を確認してください。 

２．試験開始後、解答用紙の所定の欄のすべてに受験番号を記入してく

ださい。 

３．解答は、解答用紙の所定の箇所に記入してください。 

４．定められた字数には、句読点も１字として数えます。 

５．解答時間は９０分です。 

６．試験終了後は、解答用紙を回収します。（問題冊子及び下書き用紙

は持ち帰ってください。） 

７．本試験問題の一部あるいは全部について、いかなる方法においても

複写・複製など、著作権法上で規定された権利を侵害する行為を行

うことは禁じられています。 

８．特に指示がない限り、解答は日本語で行ってください。 
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以下の文章と図表は、ある解説書における認知バイアスについての記述から、

一部を抜粋したものである。これらを読み、問 1～9 に答えなさい。 

 

  

 

 
 

①

（中略）

 

②

（中略）
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⑤  

（後略） 

 

（出典：鈴木 宏昭『認知バイアス 心に潜むふしぎな働き』講談社、2020 年．

一部改変） 
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問 1 下線部①「 」という表現について、著者はどのよ

うな意味で説明しているか。本文の内容に基づき、「原因」と「結果」と

いう用語を用いて 60 字以内で述べなさい。 

 

問 2 アブダクションの特徴として誤っている説明を、本文の内容に基づいて

以下の A～D から選んで答えなさい。 

A. 結果から原因を推測する推論である。 

B. 仮説を生成するのに有効な手法である。 

C. 常に正しい結論が得られる推論である。 

D. 日常生活の中で自然に行われている。 

 

問 3 下線部②について、どのような価値があると著者は主張しているのか。

20 字以内で述べなさい。 

 

問 4 以下の文章は、歴史のテストで好成績を取った友人の例についてベイズ

の定理に従って要約したものである。空欄 ア ～ エ について、そ

れぞれ適切と考える語句を選択肢(a)～(f)から選んで答えなさい。 

  

 (a)繰り返しの練習 (b)精緻化 (c)カンニング 

(d)事前確率 (e)事後確率 (f)尤度 

 

仮説として「 」「 」「 」が挙げられて

いる。それぞれに対して ア と イ が与えられ、それをもとにベ

イズの定理により ウ が計算された。その結果、最も確からしいと

されたのは エ であった。これは、たとえ他の仮説の条件付き確率

を表す イ が高くても、その ア が低ければ ウ は下がること

を示している。 

 

問 5 表 4・3 の空欄 あ ～ う について、それぞれに当てはまる数値を

答えなさい。ただし、 う は小数第 3 位を四捨五入した値とする。 
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問 6 下線部③について、「 」と問われる

理由を 60 字以内で説明しなさい。 

 

問 7 下線部④の答えを求めるための式として、以下の空欄 a ～ c に当

てはまる数値を答えなさい。 

 

0.01 × a 

0.01 × b + 0.99 × c 
 

 

問 8 下線部⑤の「 」とはどのような認知バイアスを

指すのか、本文の内容に基づいて 70 字以内で説明しなさい。 

 

問 9 本文で述べられているアブダクションとベイズの定理の役割の違いを、

原因と結果の関係に注目して 160 字以内で説明しなさい。 

 




